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本

外
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原

著

全

胃

摘

出

術

就

プ

白。
V
O回
1

品
目
。
吉
伸
m
H

一
。
開
出
柳
田
町
唱
丘
一
。
回
全
w
m
r自
・
江
田
。
冨
制
拝
。
omhw回

〈
O
ロ
巴
戸
属
－
d
『

m
d肉
hv同
hv岡、

p
ロ。
N
d
E
S
（

H
2・
H内

E
E
r・

〔

KFZ情
念
『
口

FFZ『明白
g
ZE
E
－＝－r
《－2
H
F一話回山山
口
F
g
m
三
2
z
z
a
H内可
O
H
O
－（
聞
き
円
切
『
・
同
－

v
o
v申・
）
〕

京
都
帝
国
大
堅
田
官
接
部
外
科
教
室
（
磯
部
教
授
）

議

醤

皐

士

塚

富
山
晶

e
g・

石
川
市

h
H
P
 

原

ぉ
l

J
q
E
E
 

光

緒

論

吾
等
ガ
癌
腫
ノ
如
キ
悪
性
腫
蕩
ヲ
手
術
ス
M
F

際
－
二
、
可
及
的
健
康
組
織
ト
共
ニ
根
治
的
ニ
之
レ
ヲ
摘
出
ジ
得
Y
ト
否
ト
刀
、
其
議
後
ヲ
左

右
ス

Y

一
大
要
件
ナ
Y
ガ
故
－
一
、
若
ジ
幸
一
一
癌
腫
ガ
生
存
－
一
必
須
ナ
フ
ザ
Y
臓
器
ヲ
胃
セ
シ
場
合
－
二
吾
等
A

何
等
障
措
ス

Y

コ
ト
無
ク
ジ
ア

臓
器
ノ
全
摘
出
7
行
川
ザ
Y
可
－
フ
ズ
。
胃
A

斯
カ

Y
臓
器
ノ
一
ツ
ナ

y
o
何
ト
ナ
レ
バ
胃
ノ
機
能
－
一
就
ア
考
フ

Y

－
一
、
物
理
的
作
用
ト
シ
－
Y

A

食
物
ヲ
一
時
貯
簸
シ
韓
温
ニ
調
節
シ
タ
Y
後
少
量
宛
十
二
指
腸
へ
迭
Y
作
用
ト
、
岨
咽
運
動
－
一
始
マ
w
y

食
物
粉
砕
作
用
ヲ
完
成
セ
ジ
ム

Y
宵
ノ

採
担
運
動
ト
ニ
シ
ァ
、
化
事
的
作
用
ト
シ
ア
A

胃
液
ノ
消
化
作
用
ト
殺
菌
作
用
ト
ナ
9
0
何
レ
モ
皆
腸
消
化
ノ
準
備
行
動
－
一
過
ギ
ザ
Y
ナ
9
0

］声。

E吋
rompvF
自
己
匂
で
「
同
三

r
z
p
z
p
今
井
等
ノ
諸
氏
ノ
代
謝
試
験
一
一
徴
ス
w
y

毛
、
胃
ノ
検
知
A

人
龍
一
一
何
等
特
記
ス
ペ
キ
障
害
ヲ
鷲
－
プ
サ

ザ
U
Y

ヨ
ト
明
カ
ナ
リ
。

借
－
プ
金
胃
摘
出
術
A

従
来
胃
癌
ガ
卒
面
的
－
一
胃
ノ
全
部
ヲ
胃
ジ
、
周
囲
ト
ノ
癒
着
ナ
キ
場
合
－
一
ノ
ミ
施
サ

ν
居
リ
’タ
Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
、
新
カ

W
F

病
症
A

事
賞
稀
有
ナ
Y
ガ
故
－
一
本
手
術
ノ
症
例
A

全
世
界
ヲ
通
ジ
ア
質
二
審
々
タ
Y

モ
ノ
ナ
リ
キ
。
却
チ
一
九
二
五
年
－
一

民
主
』
］

Z
Eロ
氏

第

四

巻

F『

原
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塚

原

七
七
九
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六
貌
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第
凶
品
位

，..、
原

箸
、ー‘

塚

原

七
八

O

（
第
六
時
恥

一一）

ガ
蒐
集
セ
シ
統
計
－
一
ヨ
レ
バ
僅
々
五
十
例
－
一
週
ギ
ズ
。
英
一
中
二
十
五
例
A
食
道
本
一
腸
吻
合
、
十
三
例
A
食
道
十
二
指
腸
吻
合
ニ
シ
ア
、
六
例
A

摘
出
後
救
急
蕗
置
ト
ジ
ア
十
二
指
腸
痩
或
A
宰
腸
痩
ヲ
造
設
セ
ジ
モ
ノ
ナ

y
。
他
ノ
六
例
－
一
就
－
7

A

明
確
ナ

Y
記
載
ナ
シ
。
然
Y

－
一
近
来
噴
門

部
三
返
キ
漬
場
－
一
割
シ
ア
胃
腸
吻
合
術
－
一
代
フ

Y

－
一
全
胃
摘
出
ノ
屡
々
行

A

Y
、
一
至

y
、
本
術
式
モ
葉
例
数
ヲ
増
加
ス
U
Y

ニ
至
レ
リ
ノ
。
本
手

術
ノ
死
巳
率
A

甚
ダ
高
ク
ジ
ア
一
九
一
七
年

rar－－
FEE－
E
一
三
氏
ニ
ヨ
レ
バ
四
十
六
%
’
、
一
九
二
二
年

F
E
E－
氏
ニ
ヨ
レ
バ
五
十
%
、
一
九

二
五
年
デ
ニ

E
E
C
氏
ニ
ヨ
レ
バ
四
十
八
%
’
ナ
リ
ノ
。
仰
シ
従
来
会
胃
摘
出
例
ト
ジ
ア
報
告
セ
ラ

v
h
p
y
症

例
A

大
部
分
車
全
宵
摘
出
例
ニ
シ

ア
此
等
ア
文
献
上
正
確
－
一
匝
別
ス

Y

コ
ト
A

至
難
ノ
業
ナ
リ
。
一
見
此
雨
者
A

略
同
一
ト
見
倣
サ

Y
レ
ド
モ

F
S
Z
E
氏
ガ
師
二
一
週
ペ
タ

y

ガ
如
ク
、
此
雨
者
間
－
一

A
投
術
上
大
ナ

Y
難
易
ノ
相
違
ア

Y
モ
ノ
ナ

3
0
郎
チ
亜
全
胃
摘
出
術
－
一
於
－
7

A

摂
液
膜
ヲ
以
－
ア
蔽
A
v
b
y
y
ニ
ケ
ノ

腸
管
ヲ
連
結
セ
シ
ム

Y
究
第
ナ

Y
毛
、
会
胃
摘
出
術
－
一
於
－
プ
ニ
碇
被
膜
ヲ
快
ヶ

Y
食
道
ヲ
十
二
指
腸
或
A

室
腸
ト
吻
A
ロ
セ
シ
ム

Y
モ
ノ
ナ
y
d
μ

故
て
縫
合
ノ
困
難
及
ピ
戚
染
ノ
危
険
ヲ
件
ヒ
屡
々
議
後
ァ
不
良
ナ
ラ
シ
ム
。
本
邦
－
一
一
於
－
プ
A

伊
藤
、
三
宅
、
尾
見
諸
博
士
ノ
報
告
例
ア

Y
モ

業
数
十
指
ヲ
屈
ス

Y

ニ
至
－
フ
ズ
。
余
A

最
近
胃
ノ
小
轡
全
部
ヲ
パ
リ
セ

Y

一
胃
癌
患
者
－
一
全
国
同
摘
出
術
ヲ
行
ヒ
、
食
道
十
二
指
腸
吻
合
ヲ
施
シ
、

好
結
果
ヲ
得
タ

9
0
臨

康

例

中
O
俸

O
郎
、
男
子
。
四
十
一
歳
、
酒
小
資
業
。

一

昭

和

二

年

六

月

十

六

日

入

院

。

一

臨

床

的

診

断

。

胃

癌

。

一

遺
偲
雇
。
尖
ハ
五
十
四
歳
ユ
テ
不
明
ノ
疾
病
昌
一
覧
ル
。

－

母
ハ
現
今
健
在
ナ
リ
。

一

姉
一
人
ア
リ
シ
モ
早
世
セ
リ
、
一
ニ
人
ノ
妹
ハ
皆
健
在
ナ
リ
。
一

其
他
遺
徳
歴
中
－
二
焔
腫
、
結
核
、
卒
中
、
精
紳
病
等
無
シ
。

一

既
往
歴
。
幼
時
頭
部
－
一
議
疹
7
病
ミ
、
麻
疹
ヲ
経
過
セ
ル
外
著
患
ヲ
知
ラ
ズ
、
二
十
歳

一

uuメ
H

頃
ヨ
ロ
喰
酒
ヲ
始
メ
、
後
病
マ
デ
日
昌
一
升
7
傾
タ
程
ノ
酒
楽
ナ
リ
。
喫
煙
モ
相
嘗

一

現
訴
。

一

約
一一－
年
前
／
五
月
頃
痛
飲
セ
シ
翌
白
、
心
寓
部
一
一
針
＝
テ
突
ク
が
加
キ
柊
痛
7
焚
へ

ι

9
p
。
英
後
該
皆
同
筋
ハ
時
ト
シ
テ
ハ
食
後
直
ナ
ユ
起
ル
コ
ト
ア
ル
モ
、
多
ク
ハ
食
事

－
－
閥
係
ナ
タ
頻
繁
シ
、
然
メ
一
一
食
欲
ハ
漸
次
減
退
セ
リ
。
然
レ
ド
モ
肉
食
ヲ
嫌
忌
セ

ル
ガ
知
キ
コ
ト
ガ
無
力
り
シ
ト
云
7

。
来
院
四
十
日
程
前
三
金
リ
、
心
筋
部
－
一
一
鳩
卵

大
ノ
歴
嫡
ア
ル
腫
晴
樹
ア
ル
＝
気
付
ケ
9
0
此
臆
桜
ハ
漸
次
増
大
シ
来
リ
容
易
－
一
四
胸
知

シ
得
ル
ニ
至
レ
リ
。
約
二
十
日
前
ヨ
リ
謡
心
強
タ
シ
テ
唱
吐
ヲ
催
ス
コ
ト
ア
ル
モ
、

貸
際
幡
吐
セ
シ
コ
ト
ρ

少
夕
、
叉
r
A
斯
溢
尚
モ
多
カ
ラ
ズ
。
溌
病
以
来
漸
次
蔵
痩
シ

来
リ
、
日
三
一
回
乃
至
三
回
ノ
軟
便
ア
ル
モ
尿
－
一
黒
婆
ヲ
認
メ
シ
コ
ト
無
シ
。
隠
眠

ハ
障
害
セ
一
フ
レ
ザ
ル
モ
、
食
思
ハ
依
然
ト
シ
テ
進
マ
ザ
リ
キ
。

現
症
。
惚
柏
村
、
中
等
、
骨
格
、
尋
常
。
筋
肉
ノ
安
達
佳
反
。

皮
下
脂
肪
組
織
減
退
セ
り
、
粘
膜
ユ
一
貧
血
ヲ
認
メ
ズ
。



皮
膚
ハ
漁
度
緊
張
尋
常
＝
シ
テ
浮
腫
ヲ
認
メ
ズ
。

脈
掠
ハ
強
純
＝
シ
テ
尋
常
且
頻
ナ
ラ
ズ
。

呼
吸
ハ
胸
腹
型
昌
シ
テ
尋
常
ナ

p
。

頭
部
＝
ハ
癒
痕
鉱
山
ク
頭
髪
密
生
ス
。

顔
面
部
、
顔
貌
二
世
悶
／
蚊
無
夕
、
浮
麗
及
ピ
顔
面
神
経
麻
庫
銀
…
シ
。

限
験
結
膜
及
ピ
眼
球
＝
異
前
ナ
夕
、
瞳
孔
ハ
左
右
岡
大
光
線
反
射
一
一
異
常
無
シ
。

鼻
及
ピ
耳
ハ
健
在
ナ
リ
。

口
唇
＝
チ
ア
ノ
ー
ゼ
無
ク
舌
ハ
直
前
ユ
動
シ
得
テ
、
苔
ヲ
破
ラ
ズ
。

一
扇
桃
腺
一
二
腫
脹
無
ク
、
咽
頭
モ
亦
健
全
ナ
リ
。

頭
部
淋
巴
腺
一
二
躍
起
セ
ル
モ
ノ
無
シ
。

胸
部
ハ
左
右
同
大
ユ
シ
テ
、
呼
吸
運
動
モ
同
時
同
大
ナ
リ
、
叉
品
目
／
隆
起
麿
痛
黙
無

シ
、
肺
肝
境
界
ハ
右
側
乳
線
上
＝
於
テ
第
六
肋
間
腔
ユ
相
常
ス
、
肺
綴
－
一
打
臓
聴
診

上
ノ
異
常
ヲ
認
メ
ズ
。

心
臓
ハ
濁
音
界
ハ
第
四
肋
間
腔
、
胸
骨
右
線
及
ピ
左
側
乳
線
内
一
様
指
ナ

p
y
心
音

ハ
清
純
ニ
シ
テ
雑
音
ヲ
聴
取
セ
ズ
、
叉
心
停
昂
進
／
挟
無
シ
。

背
部
。
脊
柱
－
ニ
習
曲
、
隆
起
ナ
ク
強
直
麿
痛
ヲ
認
メ
ズ
。

手
術
。
昭
和
二
年
六
月
十
七
日
。

術
式
。
全
胃
摘
出
術
及
ピ
食
道
十
二
指
腸
吻
合
術
。

所
要
時
間
。
四
時
間
二
十
二
分
。

前
慮
置
。
バ
ン
ト
ポ
ン
、
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
一
、

O
堀。

皮
切
、
剣
山
肌
突
起
瞬
間
十
五
糎
ノ
正
中
切
開
ニ
加
フ

Y

－
一
ソ
ノ
上
三
分
f

手
術
所
見
。

腹
腔
ヲ
開
ク
－
一
腹
水
ア
認
メ
ズ
、
腫
蕩
A

小
轡
－
一
一
泊
ヒ
ア
噴
門
ヨ
時
ノ
幽
門
二
及
ピ
且
ツ
前
後
雨
側
－
一
跨

ν
y
、
硬
度
A

搾
力
性
硬
ニ
シ
－
プ

胃
壁
ニ
指
座
ヲ
加
プ

Y

モ
座
痕
ヲ
遺
サ
ズ
小
智
－
一
世
ヒ
敷
佃
ノ
雀
卵
大
乃
至
鳩
卵
大
ノ
淋
巴
腺
韓
移
ヲ
認
ム
、
此
等
ト
胃
結
腸
靭
帯
膳
臓

第

四

巻

F『

原

原

著
w 

塚

肢
節
。
知
覧
運
助
障
害
ナ
夕
、
膝
益
及
ピ
ア
ヒ
レ
ス
鍵
反
射
共
－
一
－
粉
昂
進
ス
。

尿
。
黄
色
透
明
、
弱
酸
性
、
比
重
一

O
一
八
、
蛋
白
、
梼
引
川
判
別
川
、
州
l
f
p
ン、

ヂ
ア
ツ
ォ
反
射
陰
性
ナ
リ
。

局
所
々
見
。
（
腹
部
）

翠
診
。
腹
部
品
異
常
／
色
調
、
怒
張
セ
ル
静
脈
ヲ
認
メ
ズ
、
一
般
－
T
精
陥
液
シ
、
異

常
ノ
嬬
動
運
動
脈
格
運
動
7
認

メ

ズ

。

－

鯖
診
。
至
ル
ト
コ
ロ
熱
感
無
ク
、
腹
壁
－
一
浮
臆
ナ
ク
緊
張
ナ
シ
。

肝
臓
ハ
肥
大
セ
ズ

J
然
レ
ド
モ
上
腹
部
一
一
ハ
相
嘗
＝
抵
抗
及
ピ
歴
痛
ア

F
、
剣
肢
突

起
下
三
様
指
ノ
廃
品
テ
主
ト
シ
テ
正
中
線
ヨ
リ
左
側
一
一
横
一
二
』
其
キ
稽
図
形
ノ
硬
キ

腫
疫
ヲ
鯛
知
ス
、
此
腰
骨
初
ノ
大
サ
ハ
一
一
一
糎
〈
七
輝
＝
シ
テ
呼
吸
運
動
ト
共
一
一
上
下

一
一
移
動
シ
呼
気
時
＝
之
レ
ヲ
勝
下
二
棟
指
／
位
置
＝
7
d
T

引
キ
下
グ
ル
コ
ト
ヲ
得

タ
リ
、
口
腔
ヨ

H
カ
テ
1
テ
ル
ユ
ヨ

H
空
気
ヲ
念
入
シ
見
ル
＝
臆
疹
ハ
皮
膚
面
ヨ

リ
鳩
卵
大
ノ
隆
起
ト
シ
テ
現
ハ
レ
、
縄
診
ス
ル
ユ
ソ
ノ
透
縁
ハ
明
確
ナ
ヲ
ザ
レ
ド

モ
左
側
肋
骨
弓
－
一
一
主
リ
ソ
／
下
線
－
一
一
段
ス
ル
問
権
ノ
長
サ
ヲ
有
ス
ル
硬
結
ヲ
認
ム

胃
液
ノ
採
取
ハ
患
者
ノ
嫌
忌
＝
ヨ
リ
之
レ
ヲ
行
7

7
得
ズ
。

診
断
。
主
ト
シ
テ
胃
／
小
轡
＝
占
居
シ
蔓
延
セ
ル
胃
癌
ナ
ル
コ
ト
明
カ
ナ
リ
。

一
ノ
貼
ヨ
η
ノ
左
側
肋
骨
弓
縁
－
一
沿
ヒ
、
玉
糎
ノ
科
切
開
ヲ
施
ス

ーヒ
JI.. 

（
第
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被
膜
ト
ノ
間
二
軽
度
ノ
癒
着
ヲ
替
メ

y
、
然
レ
ド
モ
豚
臓
－
一
一
般
結
ヲ
鯛
レ
ズ
、
肝
門
淋
巴
腺
ノ
腫
脹
無
ク
、
肝
臓
－
一
モ
肉
眼
的
－
一
異
常
ヲ

認
メ
ズ
、
周
園
ト
強
キ
癒
着
無
ク
、
幽
門
ニ
一
狭
窄
ヲ
認
メ
ザ
9
ジ
ガ
故
－
一
全
胃
摘
出
ヲ
適
膳
ナ
時
ノ
ト
認
メ
之
レ
ヲ
施
セ
u
ノ
、
先
ヅ
胃
ユ
注

入
ス
w
y

章
ナ
Y
血
管
ヲ
結
紫
セ

Y
後
、
胃
ヲ
噴
門
ト
幽
門
ト
〆
ミ
ヲ
遺
シ
ア
周
闇
ヨ
ソ
遊
離
セ
ジ
メ
、
備
十
二
指
腸
ヲ
モ
遊
離
シ
タ

y

後
、
之
レ
ヲ
噴
門
部
マ
デ
容
易
－
一
移
動
シ
得
Y

コ
ト
ア
確
メ
、
幽
門
輪
ノ
直
下
方
－
一
於
－
プ
十
二
指
腸
ヲ
切
断
ジ
、
他
方
横
隔
膜
食
道
裂
口

二
接
ジ
ア
ニ
ケ
ノ
異
直
ナ
Y
腸
鋤
子
ヲ
以
ア
食
道
ヲ
挟
ミ
、
葉
直
下
方
一
一
於
ア
食
道
下
端
ヲ
切
断
シ
、
二
ケ
ノ
錯
子
ノ
中
下
方
－
一
ア

Y

一

ケ
ア
除
去
セ

Y
後
、
食
道
断
端
ト
十
二
指
腸
断
端
－
二
部
走
行
的
－
二
部
結
節
式
ニ
会
層
縫
合
ヲ
行
ヒ
、
夏
ニ
舘
子
ヲ
悉
ク
除
去
シ
h
p
y

後
－ブ

ン
ペ

1
Y
氏
結
節
縫
合
ヲ
二
重

ニ
施
シ
、
食
道
十
二
指
腸
吻
合
ヲ
終
レ

y
、
但
ジ
食
道
ノ
後
側
卸
チ
会
周
ノ
約
二
分
ノ
一
二
月
疑
液

膜
ヲ
快
ケ

y
、
・
次
ギ
ニ
残
存
セ

Y
小
網
膜
ヲ
吻
合
部
ノ
下
部
－
一
縫
ヒ
附
ケ
タ

Y
後
、
腹
腔
ヲ
閉
ヂ
タ
リ
ノ
。

摘
出
胃
ノ
陶
眼
的
所
見
、
（
附
園
第
一
、
第
二
、
第
三
委
照
）

大
サ
長
径
約
二
十
糎
惰
十
五
糎
、
小
轡
A

全
部
硬
固
ナ
Y
腫
蕩
ト
化
ジ
双
白
色
ヲ
帯
プ

Y
毛
、
大
轡
A

淡
紅
－
一
ん
て
プ
殊
－
－
m門
底
部
A

健
全

組
織
ト
整
プ
ズ
、
一

Oμ
「
刻
刻
ぺ
引
川
イ
ペ
」
固
定
後
縦
断
し
V
d
プ
検
ス

Y

－
一
小
轡
A

一
塊
ノ
腫
濠
ト
化
セ

Y
ヲ
見
Y
、
胃
底
部
ノ
粘
膜
潰
蕩

業
他
－
一
著
獲
ヲ
見
出
サ
ズ
。

摘
出
胃
ノ
組
織
的
所
見
。

0

0

0

0

・

べ
引
州
刑
判
川
汁
、

tz
u
T
判

乞
染
色
司
一
ヨ
ソ
ア
腫
蕩
A

腺
細
胞
癌
ナ
Y

ヨ
ト
明
カ
ト
ナ

y
、
（
附
闘
第
五
委
照
）
噴
門
部
ノ
切
片
エ
扇
卒
上

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

皮
郎
チ
食
道
J
粘
膜
ア
接
見
ジ
（
附
圃
第
四
参
照
）
幽
門
部
－
一
十
二
指
腸
ノ
粘
膜
ヲ
認
メ
タ

y
J
1
7本
例
A

全
国
円
拡
出
術
ノ
一
例
タ
Y

0

0

0

0

0

0

0

0

 

ヨ
ト
疑
プ
ニ
由
ナ
シ
。

迫。

経
術
後
服
捧
鰭
温
呼
吸
等
－
一
異
常
ナ
ク
、
翌
日
ヨ

y
経
目
的
二
一
流
動
性
食
物
ヲ
構
ア
ジ
ム
、
食
物
A

概
、
不
胃
切
除
術
後
ノ
場
合
－
一
等
シ
ケ
レ

ド
モ
塞
考
ノ
タ
メ
ニ
左
ニ
記
サ
ン
ニ
。
（
剖
検
記
録
塞
照
）
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日日日日日日

一一二一五一 重
合合
五五
勺勺会合勺会 湯
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四四四ニ ニ鶏

個個個個｜個卵

一一三五五 野楽
合合 ス

勺勺合勺勺 7' 

四 一滋養法
果

｜個｜倒麿｜ 物

第
十
六
日

第
一六
十
日

粥
六
杯
牛
乳
一
A
Y
鶏
卵
五
例
ド
ジ
ョ
ウ
数
尾
、
果
物
数
個

粥
七
杯
魚
刺
身
一
皿
茶
腕
楽
シ
一
例
鶏
卵
一
個
果
物
数
倒

第
七
日
目
ニ
抜
糸
ジ
、
第
一
期
癒
合
ヲ
替
メ

y
、
術
後
一
回
モ
悪
心
幅
吐
無

シ
、
術
後
数
回
二

一日
一リ
黒
胡
麻
ヲ
食
セ
ジ
メ
、
検
便
セ
シ
－
一
穂
内
通
過
時
間

A

五
時
間
乃
至
七
時
間
ナ

y
キ。

尿
ニ
軽
微
ノ
蛋
白
ア

y
シ
外
異
常
無
ク
、
糞
便
ノ
色
調
硬
度
A

尋
常
エ
シ
ア
検
鏡
上
何
等
ノ
異
常
ヲ
認
メ
ザ

y
キ
。
食
欲
A

術
後
一
ヶ
月
円

ヨ
9
正
常
ニ
復
セ

9
0

前
十
二
指
腸

eh
引
て
一
ヨ

y
十
二
指
腸
液
ヲ
採
取
セ

Y

ニ
門
川
到
川
性
－
一
シ
ア
膿
汁
、
川
山
ぺ
引
判
l
川
ヲ
謹
明
セ
リ
ノ
。
然
w
F

－
一
術
後
二
ヶ
月
日

頃
ヨ

9
左
肺
部
－
一
抵
抗
並
ピ
－
一
潟
性
曜
音
ヲ
読
明
ジ
食
思
不
振
蘇
痩
加

A
P
建
一
一
九
月
十
日
（
術
後
第
八
十
六
日
目
）
鬼
籍
－
一
入
レ

y
c

X
線
検
査
第
十
七
日
目
三

X
線
透
現
ヲ
行
ヒ
シ
－
一
、
遺
影
剤
A

吻
合
部
ヲ
蓮
カ
－
一
通
過
シ
狭
窄
、
管
積
ナ
カ
リ
ノ
キ
、
X
線
寓
真
撮
影
－
一
ヨ

9
十
二
指
腸
下
部
硝
憤
張
セ
wy

ヲ
認
メ
タ
リ
。
（
附
圏
第
六
塞
照
）

化
事
的
研
索

左
－
二
一
事
－
一
ヨ
u
y

血
中
盤
素
、

r
h
u
m－利
引
度
、
尿
中
酸
度
及
ピ
食
瞳
量
ノ
動
揺
井
－
一
尿
中
綿
硫
酸
、
ェ

1
4プ
Y
硫
酸
ノ
消
長
－
一
就
キ
、
得
タ
M
F

成
績
ヲ
皐
グ
ン
。

伺
ジ
以
下
ノ
賓
験
A

術
後
第
二
十
八
日
目
ヨ

9
数
回
之
レ
ヲ
行
ヒ
ソ
ノ
平
均
ヲ
採
レ

9
0

（
－
）
血
液
内
堕
素
ノ
定
量
へ
第
一
表
及
第
一
闘
盛
照
）

第

四
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司
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同
．．
 
工
岨
山
一
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七
八

（
第
六
時
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四
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第
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時
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中
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（
二
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血
液
ア
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カ
リ
度
測
定
、
（
血
液
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0
0、
O
耗
中
ノ
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ア
Y

カ
リ
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」
ヲ
げ
わ
る
同
ヲ
以
－
プ
表
A

ス
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（
第
二
表
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第
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委
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七
時
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且
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硫
酸
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A
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、
0
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八
O
一
同
ナ
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求
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V
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、
六
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ニ
シ
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健
康
人
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大
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ナ
ジ
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術
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剖

検

録

1e 

腹
腔
衛
観

腹
壁
腹
膜
色
淡
、
滑
様
、
包
シ
手
術
創
出
穂
痕
部
品
・
相
営
ス
ル
腹
膜
面
－
一
於
テ
ハ
大
綱
ト

腹
壁
腹
膜
ト
繊
維
性
肺
着
ヲ
ナ
シ
手
－
一
テ
剥
離
セ
ラ
ル
。
而
シ
テ
癒
痕
部
品
ハ
繊
維
性
乃

至
績
維
素
性
繋
片
ヲ
附
ス

。

大
綱
ハ
前
託
手
術
創
二
附
着
ス
。

誇
蹴
閥
ハ
気
ヲ
以
テ
充
サ
レ
ソ
ノ
衆
膜
面
色
淡
乃
至
淡
紅
、
或
ハ
細
血
管
充
盈
殊
一
一
強
ク

暗
赤
ナ
リ
。

紫
膜
函
一
一
般
一
ご
や
滑
。

蹄
係
相
互
ノ
問
ュ
、
空
腸
ノ
下
部
約
一一
一
ケ
所
エ
於
テ
左
側
版
部
ユ
於
ケ
ル
手
術
制
撤
痕

及
ピ
大
綱
ト
繊
維
性
癒
着
ヲ
笹
ム
。
同
部
／
衆
膜
而
ハ
潤
濁
シ
細
血
管
充
盈
檎
著
明
ナ
リ

腸
間
膜
衆
膜
面
一
般
＝
色
淡
乃
至
淡
紅
、
滑
湾
、
脂
肪
織
ノ
愛
育
貧
、
淋
巴
腺
ノ
大
一豆

大
乃
至
米
特
大
結
節
多
数
ア
リ
。

胃
川
手
術
－
一
ヨ
リ
ノ
別
出
セ
ラ

V

ア
存
セ
ズ
。
胃
ノ
存
在
ス
ペ
キ
部
－
一

A

Y

ノ
下
方
－
一
於
ア
ニ
横
行
結
腸
上
方
A

肝
－
一
ヨ
リ
品
ノ
占
－
ア

Y
。

肝

A

正

中

線

上

御

扶

突

起

下

約

五

糎

ニ

後

退

ス

。

肝

ノ

下

葉

前

線

及

ピ

下

面

A

勝

ト

繊

維

性

癒

着

ヲ

替

ミ

手

ヲ

以

ア

剥

離

ス

Y
コ

ト

能
A

ズ
。
万
ヲ
以
ア
之
レ
ヲ
離
ス
ニ
四
時
ノ
上
級
、
肝
ノ
下
面
－
一
十
二
指
腸
ア

9
十

二

指

腸

A

手

術

ニ

ヨ

y
食

道

ト

吻

合

セ

ラ

Y
。

横

隔

膜

／

官

同

サ

左

五

肋

間

右

五

肋

骨

下

線

。

一

肝
／
下
線
正
中
線
上
剣
紋
突
起
基
底
下
六
、

O
糖
布
乳
線
Z

テ
季
肋
縁
－
二
致
ス
。
一

勝
脱
ハ
中
等
度
＝
膨
満
ス

一

骨

盤

内

諾

臓

器

尋

常

一

腹
腔
内
帯
縁
策
色
僅
力
一
一
潤
濁
セ
ル
液
約
て

O
立
ヲ
入
ル
。
該
液
ハ
問
モ
ナ
ク
寒
天
機
一

凝
結
ヲ
作
レ

p
o

一

胸

躍

概

観

一

前
縦
隔
資
脂
肪
織
後
育
貧
淋
巴
腺
大
豆
大
乃
至
小
指
大
ノ
モ
ノ
数
側
、
斜
面
灰
白
色
米

一

料
大
粟
粒
大
結
節
数
伺
ア

p
。

一

胸

腺

ハ

其

位

置

－

一

テ

脂

肪

化

ス

。

一

定
胸
股
。
穏
墜
肋
膜
色
淡
滑
湾
、
異
常
療
着
ナ
シ
。
異
常
ノ
液
ヲ
入
レ
ズ
。

一

右
胸
股
。
健
壁
肋
膜
ハ
脚
上
葉
側
面
ト
繊
維
性
乃
至
繊
維
素
性
癒
着
ヲ
ナ
シ
手
一
一
テ
剥
一

離
セ
ラ
ル
。
腔
内
帯
責
徴
潤
液
三

0
0
、
O
施

ヲ

入

ル

。

一

心
部
臨
。
内
面
色
淡
滑
漆
異
常
ノ
内
容
限
局
性
病
竃
ナ
シ
。

第

四

巻

F『

原

著
、」

原

塚

心
内
容
。
｜
左
心
房
ハ
暗
赤
色
軟
凝
血
及
ピ
涜
動
血
ヲ
以
テ
充
サ
レ
、
左
ハ
室
ハ
殆
ン

ド
学
慮
、
右
房
ハ
暗
赤
色
琉
動
血
及
ピ
軟
凝
血
一
一
－
ア
強
ク
充
サ
ル
、
右
室
前
噌
空
慮
。

心
臓
。
形
態
尋
常
大
サ
死
者
ノ
手
拳
－
一
比
シ
テ
柑
小
、
外
膜
脂
肪
織
／
資
育
貧
浮
服
扶

7
曇
月
。
色
、
帯
禍
灰
白
色
、
滑
湾
。
硬
度
略
尋
常
。
心
尖
ハ
左
室
一
一
テ
形
成
セ
ラ
ル
。

左
房
。

l
腔
／
大
サ
等
常
、
内
膜
色
淡
、
卒
滑
、
心
耳
内
異
常
ノ
内
容
ナ
シ
。
左
室
。
｜

股
ノ
大
サ
小
、
色
淡
平
滑
、
肉
桂
乳
喰
筋
ノ
俊
育
尋
常
、
筋
厨
／
厚
サ
中
央
－
一
テ
一
・
二

糎
、
色
著
シ
ク
褐
色
ヲ
墨
ス
。
質
調
濁
ス
、
隣
膜
袈
詮
ユ
異
常
ナ
シ
。
右
房
。
1
胞
ノ
大

サ
略
尋
常
、
内
面
平
滑
色
淡
、
心
耳
内
異
常
ナ
シ
。
卵
困
孔
閉
鎖
ス
。

右
室
。

l
腔
／
大
サ
小
、
内
膜
色
淡
平
滑
、
肉
桂
乳
嚇
筋
ノ
愛
育
尋
常
、
筋
肉
ノ
厚
サ

前
壁
中
央
－
一
テ

0
・
問
握
、
幣
褐
潤
濁
見
。
緋
膜
装
置
＝
異
常
ナ
シ
。

大
動
脈
起
始
部
｜
幅
五
・
況
纏
、
内
面
色
淡
平
滑
、
大
動
脈
緋
－
一
近
ク
米
粒
大
／
黄
色
肥

厚
・
斑
ア
リ
。
強
カ
性
一
一
富
ム
。
大
動
脈
緋
－
一
異
常
ナ
シ
。
冠
状
動
脈
｜
走
行
命
カ
＝
蛇
行

ス
。
内
甑
一
般
＝
色
淡
平
滑
ナ
ル
モ
粟
粒
大
黄
色
肥
厚
従
ア
リ
。

左
腕
。
形
態
大
サ
略
一尋
常
。
外
面
一
般
－
－
色
淡
卒
品
川
、
下
HM
最
後
面
ハ
淡
紅
乃
五
時
赤
色

七
八
七

九
、．〆

（
第
六
時
蜘



第

凶

巻

F吋

原

著
L」

塚

原

mm皮
弾
カ
性
軟
、
鹿
－
一
ヨ
リ
捻
髪
点
目
ヲ
悶
ク
コ
ト
略
尋
常
、
下
叫
諮
問
僅
カ
－
7
少
シ
。
倫
ホ
上

薬
下
級
及
ピ
下
葉
後
面
三
便
度
精
翠
ナ
ル
部
分
ア

p
。

制
面
。
色
｜
上
葉
ハ
淡
乃
至
淡
紅
、
下
葉
ハ
淡
紅
乃
至
暗
赤
、
陸
出
向
血
量
上
薬
尋
常

下
葉
粉
多
シ
。
阿
世
ユ
ヨ
リ
令
泡
沫
性
液
ヲ
出
ス
コ
ト
尋
常
。
上
記
硬
結
節
ヲ
鰭
レ
タ
ル
部

ハ
粟
粒
大
ノ
灰
白
黄
色
結
節
ア
リ
。
主
ト
シ
テ
気
管
支
周
圏
一
二
認

f
フ
ル
。
割
面
＝
於
テ

血
管
箆
ユ
異
常
ナ
シ
。
気
管
枚
粘
膜
細
血
管
玖
盈
シ
淡
紅
ヲ
墨
ス
o
物
質
銑
損
限
局
性
病

竃
ナ
シ
。
肺
門
部
淋
巴
腺
｜
大
一
旦
大
／
モ
ノ
一
倒
、
割
市
平
滑
限
局
性
』
病
竃
ナ
シ
。

右
腕
。
形
態
、
上
葉
側
部
及
ピ
後
部
著
シ
ク
膨
大
シ
、
上
薬
ハ
常
－

r兆
シ
著
シ
ク
大
ナ

リ
，
。
大
サ
粉
大
。
外
面
、
上
葉
前
而
及
ピ
中
葉
ハ
色
淡
、
下
薬
及
ピ
上
薬
全
面
暗
紫
色
。

硬
皮
、
上
葉
ノ
下
市
ハ
帯
、
中
下
奨
尋
常
。
問
問
＝
ヨ
リ
テ
捻
発
音
ヲ
問
ク
コ
ト
中
等
度
、
前

面
／
一
部
ハ
尋
常
、
下
葉
及
ピ
上
薬
ノ
大
部
ハ
甚
・
少
シ
、
割
面
！
中
及
ピ
上
薬
／
大
部
ハ

粟
粒
大
乃
至
米
料
大
灰
白
背
、
色
ノ
結
節
及
ピ
其
等
ガ
癒
合
セ
ル
地
闘
状
ノ
灰
黄
色
結
節
－
一

テ
充
サ
ル
。
上
禁
側
面
ユ
近
ゲ
中
央
部
一
一
約
締
卵
大
／
腔
洞
ア
リ
。
内
＝
灰
白
黄
色
ノ
膿

様
物
ヲ
充
ス
。
其
壁
ハ
灰
白
黄
色
ノ
膿
様
物
ヲ
以
テ
殺
ハ
ル
。
上
業
前
市
中
央
一
三
於
テ
ハ

ヵ
、
ル
結
節
ヲ
見
ル
コ
ト
無
夕
、
陸
ユ
ヨ
リ
含
泡
沫
性
液
ヲ
出
ス
コ
ト
無
ク
岡
崎
出
血
量
一
常

－
一
比
シ
テ
多
ν
。
下
葉
一
片
ヲ
水
中
エ
投
ズ
レ
パ
沈
降
ス
。
気
管
枝
川
粘
膜
商
股
洞
＝
近

キ
部
－
一
テ
ハ
物
質
飲
摂
ア
リ
。
遠
キ
部
／
モ
ノ
ハ
細
血
管
僅
力
三
允
盈
ス
ル
ノ
ミ
。
下
葉

－
一
於
テ
モ
細
血
管
充
盈
シ
テ
暗
赤
色
ヲ
墨
ス
。
血
管
弦
－
一
異
常
ヲ
認
メ
ズ
。
肺
門
部
淋
巴

腺
ハ
鳩
卵
大
一
二
腹
張
セ
ル
モ
ノ
二
乃
至
二
二
割
商
ハ
米
粒
大
乃
至
小
豆
大
灰
白
黄
色
ノ
結

節
ヲ
以
テ
充
サ
ル
。

舌
。
形
態
大
サ
尋
常
、
苦
州
部
淋
巴
装
置
ノ
焚
育
頁
好
、
制
面
1
筋
肉
ノ
色
淡
、
限
局

性
病
鐙
ヲ
認
メ
ズ
。

一
騎
桃
腺
。
大
豆
大
・
割
而
異
状
無
シ
。

咽
頭
及
ピ
食
道
。
粘
膜
面
、
咽
頭
ハ
淡
紅
、

シ。

食
道
ハ
色
淡
、

ヱド
滑

物
質
銑
損
ナ

喉
頭
及
ビ
気
管
。
粘
膜
色
淡
、
滑
津
、
物
質
飲
損
、
限
局
性
病
竃
ヲ
認
メ
ズ
。

七
八
八

（
第
六
競

一O）

甲
状
腺
。
形
態
大
サ
略
尋
常
、
割
而
勝
様
ヲ
皐
ス
。

料
（
一
三
六
支
）
形
態
、
大
サ
尋
常
、
大
サ
九
・

o
l五
・
五
1
二
・
六
糎
。

外
市
平
骨
色
、
帯
褐
灰
白
色
、
硬
度
常
ニ
比
シ
粉
輩
、
盤
上
二
一
且
タ
ユ
鍛
壁
ヲ
生
ゼ
ズ

制
面
、
平
滑
、
色
、
帯
褐
暗
赤
色
、
牌
材
著
シ
タ
著
明
、
渡
泡
認
メ
ラ
ル
、
際
出
血
最
尋

常
、
限
局
性
病
泣
ナ
シ
。

左
右
輸
尿
管
。
走
行
、
大
サ
尋
常
、
内
面
、
卒
滑
、
色
、
淡
、
異
常
／
内
容
ナ
シ
。

左
腎
。
（
二
二
四
天
）
周
閤
脂
肪
襲
、
脂
肪
織
ノ
後
育
粉
貧
、
被
膜
剥
離
粉
難
、
形
態
尋

常
、
大
サ
一
二
・

o
l五
・
五
｜
三
・

O
糎
、
外
面
一
般
一
二
や
滑
、
二
乃
至
三
ノ
小
ナ
ル
被
痕

様
陥
凹
ア
リ
、
色
帯
灰
白
褐
色
、
破
皮
尋
常
、
星
＃
」
静
脈
、
小
野
／
像
分
明
、
割
一
向
平
滑

色
幣
暗
赤
色
、
皮
髄
雨
笠
ノ
界
一
般
二
分
明
、
大
サ
ノ
関
係
略
尋
常
、
筋
質
調
濁
ス
。
腎

孟
、
周
園
脂
肪
ノ
鼎
嵐
官
円
一
尋
常
、
腔
ノ
大
サ
尋
常
、
内
面
平
滑
色
淡
、
異
常
ナ
シ
。

右
腎
。
士
二

O
瓦
）
周
園
脂
肪
嚢
脂
肪
織
ノ
俊
育
貧
、
被
膜
剥
離
柑
困
難
、
形
状
尋
常

大
サ
九
・
九
1
五
・
五
｜
ニ
・
四
糎
、
外
面
一
般
＝
五
l

滑
ナ
ル
モ
小
ナ
ル
癒
痕
様
ノ
陥
凹
ア
リ

色
、
幣
褐
灰
白
色
、
硬
度
尋
常
、
星
非
」
静
脈
充
盈
シ
、
小
腎
ノ
像
分
明
。
割
前
、
平
滑
、

色
、
格
褐
暗
赤
色
、
皮
髄
雨
質
ノ
界
認
メ
－
フ
ル
。
大
サ
ノ
関
係
尋
常
、
質
瀬
濁
ス
。
腎
孟

周
図
脂
肪
織
尋
常
、
腔
ノ
大
千
尋
常
、
内
面
淡
紅
ヲ
墨
ス
。
異
常
／
内
容
ナ
シ
。

左
右
副
腎
。
形
態
、
大
サ
略
等
、
常
制
面
皮
質
灰
白
黄
色
、
髄
質
灰
白
色
異
常
ヲ
認
メ

ズ。
勝
腕
。
形
常
大
サ
略
尋
常
、
黄
色
微
濁
ノ
尿
ヲ
以
テ
中
等
皮
＝
膨
潟
ス
。

内
面
細
血
管
僅
－
一
充
盈
ス
、
柱
材
ノ
像
分
明
三
角
部
細
血
管
ノ
充
盈
拙
シ
。

援
護
腺
。
形
態
大
サ
尋
常
、
制
面
ユ
著
獲
ナ
シ
。

直
腸
。
黄
色
軟
泥
俊
一
一
テ
充
サ
ル
。
粘
膜
細
血
管
充
盈
ノ
矯
メ
淡
乃
五
時
赤
、
物
資
政

損
ナ
シ
吋

車
中
丸
。
陰
議
内
多
量
ノ
透
微
帯
黄
ノ
液
ヲ
入
ル
。
形
態
大
サ
尋
常
、
制
而
、
山
口
山
口
一
恥
上

セ
ラ
レ
得
。



十
二
指
腸
。
食
道
ト
直
接
二
吻
合
セ
ラ
レ
胃
ヲ
快
如
ス
。
粘
膜
細
血
管
充
盈
ジ
淡
紅
ヲ
呈
ス
。
下
行
部
－
一
於
ア
A

粘
膜
下
溢
血
瑳
ヲ
多
数
－
一

認
メ
十
二
指
腸
管
腔
A

直
径
約
五
・

O
糎
－
一
ジ
ア
腸
壁
稿
肥
厚
セ

9
0
物
質
棋
損
限
局
性
病
竃
ナ
ジ
。
食
道
ト
癒
合
ス

Y
部
ニ
於
ア
A

食
道
部

－
一
モ
十
二
指
腸
部
－
一
モ
米
粒
大
ヨ
リ
大
一
旦
大
－
一
至
Y
数
個
ノ
腫
蕩
ア

y
。
殊
－
一
食
道
端
－
一
一
於
ア
其
数
多
シ
。
硬
度
梢
輩
、
割
面
平
滑
灰
白
色
ヲ

呈
ス
。
該
腫
癌
A

粘
膜
下
－
一
ア
リ
筋
層
－
一
建
セ
ズ
。
其
周
囲
組
織
ト
ノ
限
界
A

明
瞭
ナ

y
。
手
術
創
A

既
－
一
完
全
－
一
癒
合
ジ
吻
合
部
A

横
隔
膜

食
道
裂
口
部
－
一
ア
η
ノ
、
後
面
A

堅
ク
後
腹
壁
－
一
癒
着
セ

p
。
吻
合
部
A

容
易
一
一
掃
指
ヲ
掃
入
シ
得
Y
内
径
（
約
二
糎
）
ヲ
有
ジ
、
食
道
下
部
－
一
憤

張
ヲ
認
メ
ズ
。
ヨ

9
4
7
吻
合
部
－
一
狭
窄
ナ
カ

puy
コ
ト
明
カ
ナ

9
0
（
附
闘
第
七
参
照
）

隠
。
形
態
大
サ
尋
常
、
割
而
小
葉
／
像
分
明
、
限
局
性
病
竃
認
メ
ラ
レ
ズ
、
但
シ
尾
部

－
一
接
シ
小
豆
大
／
腫
癌
ア
リ
、
硬
度
精
輩
、
割
面
灰
白
色
ヲ
墨
ス
。

ヘ
右
一
六
・

o
l
一四・

0
l六
・
五
J

肝
。
〈
一
二
一
五
支
）
形
態
尋
常
、
大
サ
二
六
・

0
（

左

九

・

o
l二
・
五
）

外
面
一
般
ユ
滑
湾
ナ
ル
モ
右
葉
前
線
及
ピ
左
葉
下
面
、
上
面
前
線
ハ
繊
維
性
梨
片
乃
至
膜

様
物
ヲ
附
着
ス
。
色
褐
－
フ
帯
ピ
硬
度
尋
常
、
割
市
平
滑
、
色
著
シ
ク
褐
ヲ
帯
ピ
小
葉
ノ
像

分
明
、
限
局
性
病
竃
ナ
ル
、
血
管
、
膿
管
ニ
一
異
常
ヲ
見
ズ
。
但
シ
中
心
静
脈
ノ
周
園
＝
多

少
結
締
織
ノ
増
殖
ア

p
。

蹄
襲
。
帯
褐
黄
色
／
際
汁
－
一
テ
充
サ
ル
、
内
面
同
色
－
一
染
、
、
、
綱
係
ノ
像
明
、
異
常
ノ
内

容
ナ
シ
。

大
動
脈
。
内
面
色
淡
、
弓
部
＝
米
粒
大
／
黄
色
肥
厚
・
斑
多
数
ア
リ
其
他
一
般
一
二
千
滑
、

幅
四
・

O
糎
、
（
胸
部
）
肋
骨
部
弾
カ
性
二
信
ム
。

小
腸
。
細
血
管
充
盈
－
一
テ
シ
淡
紅
乃
至
暗
赤
色
ヲ
B
T
ス
。
粘
膜
ハ
精
腫
脹
濁
濁
ノ
貌
ア

リ
廻
腸
上
部
ヨ

P
廻
盲
部
－
一
至
ル
迄
約
小
豆
市
大
ヨ
リ
栂
指
商
大
三
主
ル
潰
晴
樹
多
数
－
一

存
ス
。
其
／
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
形
細
長
ユ
シ
テ
其
長
軸
ハ
腸
管
ノ
長
軸
ト
直
角
ニ
交
ハ
ル
。

縁
ハ
不
正
ユ
シ
テ
膨
隆
ス
。
底
ハ
著
シ
ク
粗
憐
＝
シ
テ
縁
下
一
一
属
製
ス
。
底
一
一
ハ
矢
面
米
粒

大
灰
白
黄
色
結
節
ヲ
認
ム
。
縁
ハ
其
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
筋
暦
－
一
達
ス
。
潰
疹
部
一
一
相
蛍
ス
ル

祭
膜
面
ハ
粗
怯
ユ
シ
テ
繊
維
性
物
質
ヲ
降
者
シ
次
粟
粒
大
灰
白
色
結
筒
状
－
二
判
山
メ
ラ
ル
。

廻
育
部
。
細
血
管
充
盈
／
匁
メ
淡
紅
ヲ
曇
ス
。
粘
膜
ハ
股
族
潤
濁
ス
。
廻
育
部
－
一
米
粒

大
／
潰
晴
樹
ア
リ
。

島
皿
様
突
起
。
入
梅
ノ
長
サ
ア

p
、
先
端
迄
潤
濁
ス
。
異
常
ノ
内
容
、
物
質
狭
損
無
シ
。

大
腸
。
細
血
管
充
盈
著
シ
ク
淡
紅
ヲ
B
T
ス
。
粘
膜
ハ
臆
脹
潤
濁
ス
。
品
川
小
指
頭
大
ノ
渋

疹
一
個
横
行
結
腸
部
存
ス
。

脳
。
不
検
。

考

按

要
ス

Y

二
食
道
十
二
指
腸
吻
合
部
粘
膜
下
ノ
小
ナ
Y
腫
癌
ヲ
除
キ
ア
A

癌
ノ
再
費
成
A

轄
移
ト
見
M
F
J

ベ
キ
モ
ノ
無
ク
患
者
A

急
激
ニ
昂
進

毛
ジ
結
核
症
f

魚
メ
－
一
死
ノ
縛
蹄
ア
ト
リ
ノ
タ

Y
モ
ノ
ナ

9
0

綿

括

一
、
胃
ノ
小
轡
ノ
全
部
－
二
白
望
延
セ

Y
胃
癌
患
者
－
一
会
胃
摘
出
術
ヲ
施
ジ
、
食
道
十
二
指
腸
吻
合
ヲ
行
へ
η
ノ。
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原

著
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塚

原

七
九
O

（
第
六
競

一
二
）

一
一
、
術
後
経
過
順
調
ミ
ジ
ア
手
術
創
A

第
一
期
癒
合
ヲ
替
メ

y
。

三
、
手
術
後
J

翌
日
ヲ
リ
経
口
的
ニ
食
物
ヲ
嬬
取
セ
ジ
メ
ジ
毛
何
等
障
害
無
カ

y
キ。

四
、
食
欲
A

術
後
一
時
減
退
セ
ジ
モ
一
ヶ
月
ヲ
経
過
セ
ジ
後
半
常
一
一
復
セ

y
。

玉
、
術
後
五
線
透
視
並
ピ
ニ
寓
異
撮
影
－
一
ヨ

y
－
プ
吻
合
部
－
一
一
狭
窄
ヲ
認
メ
ズ
従
ツ
ア
食
道
下
部
ニ
モ
蹟
張
ヲ
認
メ
ズ
、
却
ツ
ア
十
二
指
腸
ノ
下

部
ニ
慌
張
ヲ
認
メ
タ

Y
モ
何
等
ノ
運
動
障
害
ヲ
認
メ
ザ

y
キ。

六
、
書
又
H
R
－
後
血
中
盤
素
量
ノ
減
少
ヲ
認
メ
ザ

y
キ。

七
、
重
食
後
血
中
「
ア

Y
カ
リ
ノ
住
民
A

減
少
セ
リ
ノ
。

入
、
尿
中
食
関
量
A

食
事
－
一
ヨ
H
ノ
大
ナ
Y
動
揺
ヲ
来
ナ

r
y
キ。

九
、
尿
中
酸
度
A

主
食
後
却
ツ
ア
増
加
セ
η
y
。

十
、
尿
中
正
！
川
汁
州
硫
酸
量

A
平
均

O
、
0
0
八
O
一
%
一
一
シ
ア
線
硫
酸
量

A
O
、
O
六
九
五
六
%
’
ナ
ソ
キ
、
ソ
ノ
比
八
、
六
七
強
一
一
ジ
ア
健
康

人
ト
大
差
ナ
ジ
。

十
一
、
尿
A

常
人
ト
外
見
異
ナ
ラ
ズ
検
鏡
的
－
二
t

異
常
ナ
カ
サ
ノ
キ
。

十
二
、
経
口
的
ュ
食
事
ト
共
ニ
黒
胡
麻
ヲ
輿
フ

Y

－
一
五
時
間
乃
至
七
時
間
－
一
ア
排
世
セ
ラ
レ
キ
。

十
三
、
術
後
鰻
重
A

約
十
研
ヲ
減
ゼ
ジ
モ
以
後
二
ヶ
月
間
平
衡
ヲ
得
タ

y

十
四
、
患
者
A

術
後
第
八
十
六
日
目
ユ
結
核
症
ュ
ア
鑓
レ
キ
。

十
五
、
剖
検
－
一
ヨ

p
食
道
十
二
指
腸
吻
令
部
A

完
全
二
癒
合
V
栂
指
ヲ
容
易
－
一
柿
入
ス

Y

コ
ト
ア
得
、
十
二
指
腸
ノ
下
部
－
一
瞬
度
ノ
慌
張
ア

Y

ヨ
ト
ヲ
確
メ
タ

y
o
結

論

。

会
宵
摘
出
術
－
一
際
γ
最
モ
難
関
ト
ナ
ス
事
柄
A

同
月
ノ
摘
出
後
f

薩
mm即
チ
食
道
十
二
指
腸
吻
合
術
或
A

食
道
空
腸
吻
合
術
ナ

y
o
y
ノ
前
者
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P
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．
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ア

y
目

Fe－－】
W
H
U
g
－

F
2
5
5｝
｝
ノ
手
術
皐
－
一
モ
術
式
ノ
柿
闘
ア

7
0
然
ジ
食
道

十
二
指
腸
吻
合
A

毎
常
行
ヒ
得
－
7
y
、
モ
ノ
二
非
－
フ
ズ
。
郎
チ
屡
々
如
何
－
一
シ
ア
モ
雨
者
ノ
端
々
ヲ
吻
合
ジ
得
ザ
Y
場
合
－
一
遭
遇
ス
。
之
レ
十

二
指
腸
空
腸
吻
合
術
ノ
存
ス

Y
所
以
ナ
H
J

。
此
術
式
ヲ
用
ヒ
タ
Y
例
A

前
者
ヨ
リ
ノ
モ
這
カ
ニ
多
ク
ジ
ア
古
ク
A

町山口
E
o－wO
『

m
w

巴

『

odd
－－HE
E
d
E
g｝F窓
口

E
M
E－－
d
H
U
E
S
W
Eミ
ミ
N
w

問。］】宮間
w
t
J

矛先（－
o
等
－
一
及
プ
多
数
ノ
報
告
ア
η
ノ
。
術
式
毛
漸
衣
改
良
セ
－
フ

レ
死
己
率
モ
低
下
セ
η
ノ
、
然
Y
－
一
前
者
－
一
於
－
プ

A
F
E
5
2
氏
ノ
統
計
二
ヨ
レ
バ
線
数
十
三
例
中
成
功
セ
ジ
モ
ノ

A
僅
カ
－
一
六
例
－
一
一
過
ギ
ズ

（
ヲ
笠
－
三
F
冨

g（
F
E
E
L凶
hz・4
F
？
5
・2
・
HT
了

kgp
y
P
P
E
g－－出
2
2
4
F＝
。
）
。
冨
E
L。
E
Z
氏
A

民
Ea－－
ud

ノ
釦
ヲ
用
ヒ
、
其
他
A

絹

糸
縫
合
ニ
頼
レ
リ
ノ
。
此
等
ノ
端
々
吻
合
術
A

何
レ
モ
十
二
指
腸
移
動
術
ヲ
施
ナ
ズ
且
吻
合
部
ノ
緊
張
無
ク
行
A

ν

、
摘
す
一
日
乃
至
敷
日
後
－
一
一
経
口

的
－
一
食
物
ヲ
婿
レ
叫
ノ
。
印
チ
腹
部
食
道
λ

佃
韓
－
一
ヨ
リ
ノ
長
短
ア
Y
ガ
如
ジ
。
吻
合
－
一
際
ジ
食
道
端
ヲ
牽
引
ス
レ
バ
食
道
ノ
仲
展
及
ピ
下
垂
起

p

切
開
ヲ
侠
タ
ズ
ジ
ア
鮒
子
挿
入
ノ
徐
地
生
ズ
レ
ド
モ
、
之
レ
A

食
道
ノ
下
垂
ト
云
フ
ヨ

y
モ
寧
ロ
横
隔
膜
ノ
下
垂
ガ
重
ナ

Y

モ
ノ
ナ
リ
。
食
道

裂
口
ノ
切
開
ニ
閥
シ
ア
A

、
出
。
u
J
V

－E
－
戸
氏
ノ
如
キ
A

胸
腔
戚
染
ノ
危
険
ヲ
力
説
セ

y
。
全
周
切
開
ニ
ヨ
リ
ア
食
道
ァ
下
垂
セ
ジ
メ
鼎
筑
波
膜
ヲ

百
円
｝
二
乞
昨
日
弓
吋

ヨ叩ノ

一司P
戸

g
y

被
－
フ
ザ
Y
部
分
－
一
於
ケ

Y
吻
合
－
一
就
ア
コ
諸
家
三
賛
シ
グ
断
裂
ノ
危
険
ア
リ
ノ
ト
稀
ジ
。
冨
ロ
「
勺
｝
心
。
氏
釦
ノ
使
用
－
一
関
ジ
ア
二
古
キ
歴
史
ヲ
有

ス
。
若
ジ
腫
蕩
ガ
噴
門
ヲ
越
ヘ
ア
食
道
－
一
マ
デ
僚
ガ

y
或
A

横
隔
膜
ト
癒
着
セ

Y
ガ
如
キ
場
合
－
一
三
勿
論
噴
門
癌
或
A

食
道
癌
J

手
術

々
式
ニ
従
ヒ
ア
、
一
夫
的
或
A

二
究
的
ニ
操
作
ア
行
A

ザ
Y
可
ラ
ズ
、
然
レ
ド
モ
腫
蕩
ガ
噴
門
ヲ
越
ヘ
ズ
ジ
ア
錯
子
掃
入
ノ
除
地
ア

Y
場
合

－一
A

腹
腔
側
ヨ

p
横
隔
膜
－
一
切
開
ァ
加
ヘ
ズ
シ
ア
操
作
ヲ
遂
行
ジ
得
Y

モ
〆
ト
信
ズ
。
終

y
－
一
手
術
操
作
－
一
就
キ
ア
注
意
ス
ペ
キ
諸
賠
ヲ
皐

グ
V

バ。
一
、
従
来
報
告
セ
ラ
V

タ
Y
モ
ノ

A
線
ア
全
身
麻
酔
ノ
下
ニ
行

A
レ
タ

Y
モ
、
本
手
術

A
局
所
麻
酔
ノ
下
－
一
ア
十
分
－
一
行
フ
コ
ト
ヲ
得
ペ
シ

葦
シ
之

v
－
ご
『
4
9
－
プ
死
己
率
ヲ
低
下
セ
シ
メ
得
ペ
ジ
。

一
一
、
食
道
ノ
下
端
ヲ
切
断
ス

Y

－一営
9
食
道
側
－
一
一
一
個
ノ
異
直
ナ
Y
腸
鮒
子
ヲ
装
ヘ
バ
甜
子
脱
落
ノ
危
険
ナ
カ

Y
可
ジ
。

三
、
端
々
吻
合
ヲ
ナ
ス
－
一
営
リ
ノ
、
走
行
縫
合
ヨ
y
s
J結
節
縫
合
ヲ
推
賞
ス
、

Hr－－
E
m
氏
A

縫
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一
際
ジ
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筋
－
一
卒
行
－
一
刺
入
ス
可
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キ
コ
ト
ヲ
主
張
セ

y
、
余
ノ
操
作
A

偶
然
之
レ
ニ
一
致
セ

y
。

四
、
甜
子
ノ
脹
遁
長
時
－
一

一日一
Y
場
合

ニ
A

吻
合
部
／
柴
養
障
磯
ヲ
招
来
ジ
易
キ
ガ
故
－
一
、
可
及
的
－
一
生
述
、
カ
ニ
之
レ
ヲ
除
去
ス

Y

コ
ト
ヲ
忠

y

可
ラ
ズ
同
Erge
氏
A

後
疑
液
膜
縫
合
ヲ
行
ヒ
タ

Y
後
針
子
ヲ
外
ジ
端
々
ノ
金
唐
縫
合
ア
行
ヒ
ジ
モ
、
余
A

先
ヅ
ニ
佃
ノ
錦
子
ノ
中
、
外
側
ノ

コ
v
＝
ヨ
時
ノ
ア
得
タ

Y
幅
約
一
糎
ノ
鈴
地
一
一
於
ア
端
々
ノ
全
層
縫
合
ヲ
最
密
－
一
行
ヒ
タ
Y
後
残
叩
ノ
ノ
錯
子
ヲ
外
シ
ア
「
ラ
シ

ペ

モ
ノ
ヲ
外
ジ
、

1

Y
」
氏
縫
合
ヲ
施
セ

y
。

玉
、
車
－
二
屠
ノ
「
ラ
ン
ペ

1

Y
」
氏
縫
合
ノ
ミ
エ
ア
A

不
安
ナ
Y
ヲ
以
ア
、
余
A

夏
－
二
回
之
レ
ヲ
追
加
セ

9
、
但
シ
之

ν
ガ
タ
メ
ニ
一
狭
窄

ヲ
起
ス
コ
ト
無
カ

y
キ。

六
、
吻
合
部
ヲ
一
層
強
固
ニ
シ
、
且
ッ
十
二
指
腸
ノ
重
量
－
一
ヨ

y
－
プ
吻
合
部
ノ
牽
引
サ
Y

、
ヲ
防
ガ
シ
ト
ス

Y
目
的
ノ
下
－
一
、
余
A

小
網
膜

ヲ
吻
合
部
ノ
下
部
－
一

縫
合
セ

9
0
但
ジ
大
網
膜
ヲ
之
V

二
一
瞬
絡
ス

Y
方
法
－
二

賛
セ
ズ
。
之
レ
横
行
結
腸
ノ
熔
勤
－
一
ヨ
日
ノ
ア
吻
合
部
ガ
牽
引
ナ

y
、
鹿
レ
ア
Y
エ

『

司

Y

。

七
、
十
二
指
腸
遊
離
術
ヲ
完
全
ニ
行
ヒ
、
吻
合
部
ノ
緊
張
ヲ
可
及
的
ニ
除
去
セ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ズ
。

欄
筆
ニ
際
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御
援
助
ア
賜

y
タ
y
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岩
井
孝
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伯
信
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二
深
謝
ス
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b
e
f
u
n
d
 :
 K
e
i
n
 Ascites 

n
a
c
h
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d
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d
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e
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